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身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を
開
催

　
市
社
会
褐
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

五
十
蔦
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
去
す
。

　
．
五
は
、
身
体
障
害
者
に
対
し
、

更
生
に
必
要
な
医
学
的
、
心
理
学
的

判
定
の
実
施
と
各
種
生
活
相
談
等
に

応
ず
る
こ
と
に
柔
り
、
よ
り
よ
い
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。　
相
談
内
容

◇
整
形
外
科
の
医
師
に
よ
る
医
療
相

　
談
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　
け
よ
う
と
す
る
方
．
②
更
生
医
療

ガ
し
こ
い
婆
誌

b
酸
性
食
品
と

　
　
　
　
ア
ル
カ
リ
柱
食
品

　
ジ

　
　
　
◇
健
康
体
は
常
に
弱
ア

　
　
e

　
　
　
ル
カ
リ
性
で
す
。

　
　
　
体
液
が
酸
性
に
傾
く
と

　
　
　
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
　
　
イ

縮
　
織

義
　
謬

黛
鰹
灘
嚇

裟
灸
恕

　
該
否
判
定
　
③
補
装
具
の
処
方
及

　
び
適
合
判
定
　
④
身
体
障
害
者
手

帳
等
級
変
更
に
か
か
る
判
定

◇
施
設
入
所
相
談

◇
生
活
相
談

（
な
お
、
相
談
来
所
の
際
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く

だ
さ
い
。
）

　
期
日
　
十
月
十
三
日
困
　
受
付

午
前
十
一
時
～
午
後
二
時
ま
で
。
十

四
日
囲
　
受
付
　
午
前
九
時
～
午
前

十
一
時
ま
イ
．
k
、

　
会
場
　
中
条
地
区
公
民
館
（
中
条

旭
町
バ
ス
停
留
所
前
）

　
申
し
込
み
　
相
談
希
望
者
は
、
九

月
二
十
日
ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福

祉
事
務
所
（
密
七
⊥
二
『
一
番
）

へ
し手

を
つ
な
ぐ
親
の
会

総
会
及
ぴ
講
演
会
を
開
催

　
私
た
ち
は
十
数
年
前
よ
り
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
（
人
）
た
ち
の
た
め
に
活

動
を
行
，
て
き
気
し
た
　
し
か
し

各
地
区
単
位
の
活
動
て
は
思
い
に
長

か
せ
な
い
面
か
多
い
の
か
実
情
一
、
し

　
目
的
を
同
し
に
す
る
者
同
志
、
力

々
入
口
わ
せ
、
互
い
に
慰
め
含
い
な
が

ら
活
動
の
輪
を
広
け
て
行
二
う
て
は

な
い
か
、
そ
の
た
め
の
組
織
を
作
ろ

う
。
と
い
う
声
が
各
地
区
に
た
か
主

り
、
関
係
者
が
何
度
も
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
手

を
ろ
な
く
親
の
会
（
精
神
薄
弱
者
育

成
会
）
連
絡
協
義
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
第
一
回
の
総
会
並
び
に
講
演

会
を
つ
き
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
関

心
と
理
解
を
も
つ
市
民
各
位
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
会
長
　
　
片
賢
吉
）

　
総
会

日
時
　
九
月
卜
八
日
⑨
午
前
十
時
～

　
　
　
正
午
ま
で
、

場
所
　
市
民
会
館

講
演
会

日
時

講題会
師名場

κ
月
十
八
日
⑥
午
後
．
時
～

．
、
時
半
友
－
ぐ

市
民
会
館

－
親
の
塗
場
～
、
」

中
村
学
吉
先
生
へ
舟
栄
中
学

校
特
殊
学
級
担
任
、
あ
け
ほ

の
学
園
長
、
新
潟
市
立
明
生

園
長
を
経
て
、
現
在
十
字
園

長
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
松
沢
清
治
（
丸
山
町
）
額
っ

き
目
本
画
二
点
（
四
，
宮
荘
、
・
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
）
▽
三
階
節
保
存
会
　
そ

う
き
ん
六
十
枚
・
タ
オ
ル
▽
十
日
町

天
文
同
好
会
（
代
表
　
大
島
敏
夫
）

三
千
円
▽
保
坂
知
一
　
三
万
円
（
香

典
返
し
）

し
尿
浄
化
槽
設
置
者

　
　
　
　
研
修
会
を
開
催
－

　
十
日
町
市
で
も
、
し
尿
浄
化
槽
の

急
速
な
普
及
に
伴
い
、
浄
化
槽
の
設

備
不
良
、
維
持
管
理
及
び
使
用
方
法

の
不
備
等
い
わ
ゆ
る
不
良
浄
化
槽
に

ょ
る
悪
嗅
等
の
苦
情
が
増
加
し
て
い

雛老姻
　　　　　十高漫石

む
じ
⇒
・
ん

む
ば
あ
↓
え
セ

　
い
丘
わ
る
日
ゲ
ヨ

マ
～
お
め
で
導
つ

は
い

7。

し
ぐ
ノ
ト
f
　
　
）

◎豊竃．

灘
　
農
林
課
は
一
、
一
階
西
側
の
一
角
に
位

置
し
て
お
り
、
、
、
．
係
十
九
名
で
つ
ぎ

の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
農
産
係
　
稲
作
、
畜
産
、
養
蚕
、

特
用
作
物
、
内
水
面
漁
業
、
農
業
近

代
化
資
金
、
米
生
産
調
整
、
特
定
農

山
村
振
興
対
策
事
業
、
圃
場
整
備
事

業
計
画
の
調
査
設
計
な
ど
．

　
林
務
係
　
造
林
の
推
進
、
治
山
林

務
砂
防
、
保
安
林
関
係
、
林
務
地
す

べ
り
指
定
関
係
、
林
務
な
だ
れ
防
止

事
業
、
林
道
の
新
設
改
良
，
入
会
林

野
整
備
近
代
化
事
業
な
ど
。

　
農
業
土
木
係
　
農
道
、
水
路
の
新

で
t
ね

今
日
は
敗
老
の
号

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
不
良
浄
化
槽
に
よ
る
苦

情
を
解
消
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
十
日
町
保
健
所
、
十
日

町
市
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
、
し
尿
浄

化
槽
設
置
者
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
設
置
者
は
、
案
内
通

知
の
ハ
ガ
キ
と
昭
和
症
十
二
年
度
第

一
回
放
流
水
検
査
結
果
通
知
ハ
ガ
キ

を
持
参
の
上
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ

　
期
日
　
九
月
二
十
日
（
火
）
　
二

十
一
日
（
水
）
…
…
案
内
ハ
ガ
キ
で

指
定
し
た
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
研
修
対
象
者
　
昭
和
五
十
二
年
一
．
．

月
三
十
一
日
現
在
の
し
尿
浄
化
槽
設

置
届
出
者
。

　
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
受
付
時
間
　
午
後
六
時
半
～
（
研

修
会
は
午
後
七
時
～
九
時
）

設
改
良
舗
装
事
業
、
農
地
及
農
業
用

施
設
の
災
害
復
旧
事
業
、
農
地
地
す

べ
り
指
定
関
係
、
市
単
圃
場
整
備
事

業
な
と
、

　
ま
た
、
家
畜
指
導
診
療
所
（
本
町

六
交
番
裏
に
事
務
所
）
に
獣
医
師
一

名
を
出
向
さ
せ
て
家
畜
の
診
療
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
．

　
市
内
の
農
林
家
各
位
か
、
農
林
業

の
経
営
活
動
を
少
し
で
も
有
利
に
展

開
で
き
る
よ
う
に
色
々
の
援
護
施
策

（
農
林
業
の
補
助
は
全
て
農
林
家
の

申
請
に
基
づ
く
も
の
で
す
．
）
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
哲
＼
助
成
制
度
を

研
究
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
池
田
農
林
課
長
）

マ
マ
の
日
よ

κ
ド
が
い
，
つ
も

マ
マ
め
こ
ぐ
う
ち
の
は

ぐ
・
￥
マ
ド
，
て
い
7
て

，
f
　
る
も
の

ノ
盤

る
．
曳 ん
￥｝島へ』r」■■■」▲，

　
研
修
内
容
　
ω
し
尿
浄
化
槽
の
構

造
に
つ
い
て
　
ω
し
尿
浄
化
槽
の
適

正
使
用
等
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
．

犬
の
注
射
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
二
年
度
第
二
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
、
き
た
る
十
旦
一
．
日
㈲

四
日
図
五
日
困
に
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
報
お
知
ら
せ
版
（
九

月
二
十
五
日
発
行
）
に
掲
載
し
ま
す

の
で
亡
心
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
と
表
札
を
あ
っ
せ
ん

　
、
こ
希
望
の
方
は
、
代
金
を
添
え
て

直
接
郵
便
局
の
窓
ロ
ヘ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
あ
っ
せ
ん
価
格

　
　
郵
便
受
箱
　
千
四
百
円

　
　
表
札
　
　
　
四
百
八
十
円

　
　
　
　
　
〔
十
日
町
郵
便
局
〕

■市勢／人ロ…50，428人（男24、656・女25，772）／世帯数…I　I，931／面積…211．44k㎡（8月1日現在）

縫



、
略
℃

（2

とお∬93（第3種郵便物認可）昭和52年10月10日（第3種郵便物認可）昭和52年10月10日盈」墜∬』露3（3）

責在をもって飼お’ラ犬やねこ

動
物
愛
護
と
は

　
動
物
を
愛
護
す
る
心
は
、
豊
か
な

人
格
の
一
部
を
形
成
す
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
心
は
幼
年
期
に
培
わ
れ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
は
、
自
分

た
ち
の
仲
問
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
、
動
物
に
接
す
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。
動
物
を
飼
育
す
る

人
が
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
場
合
で

も
、
愛
情
だ
け
で
は
動
物
の
愛
護
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
動
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
習
性
を
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
習
性
を
よ
く

知
り
、
そ
の
習
性
に
応
じ
た
正
し
い

飼
い
方
を
し
、
動
物
に
苦
痛
を
与
え

い
　
　
い
と
最
管
　
。

あ
　
　
潤
も
　
。
な
ん

り
　
　
に
の
ん
ズ
せ

わ
　
　
活
理
せ
　
一
ま

か
　
　
生
管
ま
ル
ち

か
　
　
の
な
ね
の
た

い
　
　
ち
ズ
か
ど
を

深
　
。
た
　
廓
り
な
と

略
た
私
ル
な
犬
あ

カ
し
　
、
　
、
も
で
が

な
い
よ
う
保
護
し
て
や
る
こ
と
が
本

当
の
愛
護
で
す
．

犬
の
正
し
い
飼
い
方

　
犬
は
、
愛
情
や
し
つ
け
、
訓
練
し

だ
い
で
は
た
い
へ
ん
従
順
で
利
口
な

動
物
で
す
．

　
家
族
の
↓
員
と
し
て
”
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
”

　人間と動物は、古くから深いかかわりあい

を持って生活してきました。

　正しい管理をすれば、私たちの生活に潤い

を与えてくれる動物も、ルーズな管理のもと

では社会不安のもとにもなりかねません。最

近のペットブームの中で犬などのルーズな管

理から、苦情や被害届があとをたちません。

このため、新潟県では動物の健全な生活の場

としての飼養環境の整備、動物による人身等

への事故防止を図ることとし「県動物保護管

理条例（6月1日施行）」を制定して、動物の

保護とその管理を積極的に推進することにな

りました。そこで、今回は私たちの生活にか

かわりあいの深い“犬”の飼い方を中心に動

物の正しい飼い方を考えてみることにしまし

た。

つ
、

　　市議会　→股会計補正
　　の動き　　　予算などを議決
　市議会第3回定例会は、9月19日～26日まで開かれましたが、審議さ

れた主な議案に一）いて、その議決内容をお知ρ）せします。

■議会び）議決に付さなければならない契約は、予定価格「3千万円」以上

　グ）工事または製造び）請負であったもグ）を「9千万円」以上のものとす

　る。

■都市公園に、新しく四日町新田1号公園を加える。

■教育委員会委員滝沢栄輔氏の任期満了につき、新たに田口倉之助氏を

　任命する。

■人権擁護委員竹内茂氏は、11月30日で任期満了となるが、再任する。

■昭和52年度の十日町市一般会計補正予算について、歳入歳出それぞれ

　6，376万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を59億4，842万円とす

　る。

　歳出の主なものは、農業振興費、道路新設改良費、現年発生土木災害

復旧費、学校管理費、公民館費等です。

　そのほか、市政に対する一般質問については、5名の議員の質問があ

り、特に今回は経済不況に対する論議が展開されました。

脅
群
一

議
偽
嘘

癖
潔
、

▼
登
録
と
予
防
注
射
を

　
毎
年
一
回
、
市
役
所
を
経
て
保
健

所
に
登
録
を
し
、
年
二
回
（
春
・
秋
）

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
鑑
札
や
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
で
は
、
他

人
か
ら
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
㊤
の
標

示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
放
し
飼
い
は
し
な
い

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
身
事
故
の

も
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
い
つ
も

つ
な
い
で
飼
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
土
佐
犬
、
秋
田
犬
、
シ
ェ

パ
ー
ド
な
ど
の
大
型
で
、
と
き
と
し

て
危
険
と
な
る
犬
に
つ
い
て
は
、
飼

い
主
の
目
の
届
く
場
所
で
”
犬
小
屋
”

も
し
く
は
“
お
り
”
に
入
れ
て
飼
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
丈
夫
な
鎖
で
つ
な
い
で
飼

う
と
き
は
、
玄
関
や
道
路
に
面
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
適
当
な
“
柵
”
を
設

け
る
な
ど
し
て
、
他
人
に
危
険
が
お

小
・
中
学
校
事
務
職
員

　
　
　
　
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
新
潟
県
人
事
委
員
会
は
、
県
内
の

市
町
村
立
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
』

事
務
職
員
の
採
用
試
験
を
、
つ
ぎ
の

と
お
り
行
い
ま
す
軌

勤
務
地
域
と
採
用
予
定
人
員

　
村
上
・
新
発
田
・
新
潟
・
五
泉
・

三
条
・
燕
・
長
岡
・
柏
崎
・
小
出
・

六
日
町
・
十
日
町
・
上
越
・
糸
魚
川

佐
渡
（
い
ず
れ
か
一
つ
の
地
域
を
受

験
で
き
る
。
第
二
希
望
と
し
て
他
地

域
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

　
採
用
予
定
人
員
は
、
い
ず
れ
の
地

域
も
若
干
名
で
す
。

受
験
資
格

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

第
一
次
試
験

①
方
法
　
教
養
試
験
と
作
文
試
験
を

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
で
実
施
。
教

　
養
試
験
は
公
務
員
と
し
て
必
要
な

　
一
般
知
能
及
び
教
養
に
つ
い
て
択

　
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
実
施
．

　
こ
の
ほ
か
適
性
検
査
を
実
施
．

②
試
験
日
と
試
験
地
　
昭
和
五
十
二

　
年
十
一
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時
半

　
～
午
前
九
時
ま
で
受
付
。
新
潟
市
、

　
長
岡
市
（
水
道
町
東
中
学
校
）
、

　
上
越
市
、
新
発
田
市
、
佐
和
田
町

③
発
表
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
上

　
旬
に
発
表
し
、
合
格
者
に
通
知
．

第
二
次
試
験

①
方
法
　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対

　
し
口
述
試
験
、
性
格
検
査
及
び
身

　
体
検
査
を
実
施
．

②
試
験
日
と
試
験
地
　
昭
和
五
十
二

　
年
十
二
月
中
～
ド
旬
に
新
潟
市
、

　
長
岡
市
、
上
越
市
で
実
施
。

　飼えなくなった犬・

　　　　　ねこは保健所へ

　動物は、終生飼うのが望ましいことで

すが、やむを得ず飼えなくなった犬や猫

は、斎役所く環境課〉に届け出すれぱ、

毎週木曜日午前中、保健所で引取ります

く木躍眉が休日の場合は翌日＞

⑱引取り料　1頭にっき1，000円く子犬

　子猫は憩頭まで1，000円＞

幽猫は保健所に袋を用意してありますの

　で、この袋に入れて保健所に持参して

　ください。

噸犬や猫など動物を捨てたりいじめたり

　することは禁じられています。

桑死亡した犬く市役所環境課に電話等で

　届け出が必要＞や猫を焼却する場合は

　衛生施設線合に死骸と焼却手数料100

　円を持参してください。

よ
ば
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
す
。

　
も
し
犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
す
ぐ

に
保
健
所
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、

そ
の
犬
を
獣
医
さ
ん
に
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
規
則
正
し
い
食
事
を
与
え
る

　
食
事
は
、
犬
の
健
康
の
バ
・
メ
ー

タ
ー
と
も
な
り
ま
す
。
犬
の
大
き
さ

に
見
合
う
栄
養
の
あ
る
食
事
を
規
則

正
し
く
与
え
て
く
だ
さ
い
。
様
子
が

お
か
し
か
っ
た
り
、
病
気
な
ど
の
と

き
は
早
め
に
獣
医
さ
ん
の
診
察
を
受

ひ認、伽o

　　）ノ，

の
場
を
汚
し
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
な
ど
環
境
の
美
化
を
そ
こ
な

う
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
の
時
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

を
携
行
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

．，倉歌騰

ぶ
電
泣必
r　　　　一

、　　　　　　い　　コ
＼
乙

∠
カ い　　　　1づも

　一

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
犬
小
屋
は
常
に
清
潔
に
し

犬
の
手
入
れ
も
十
分
に
行
っ
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
適
当
な
運
動
が
必
要
で
す
。

　
犬
も
健
康
の
た
め
に
適
当
な
運
動

が
必
要
で
す
。

　
運
動
を
行
わ
せ
る
と
き
に
は
、
必

ず
鎖
で
つ
な
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

ず
が
、
公
共
の
場
所
や
他
人
の
敷
地

を
犬
の
排
泄
物
で
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
と
み
に
犬
の
汚
物
で
公
共

犬
以
外
の
動
物
も

　
　
十
分
な
管
理
を
！

　
野
犬
や
放
し
飼
い
に
よ
る
犬
の
苦

情
に
つ
い
で
多
い
の
が
ね
こ
の
苦
情

で
す
。

　
夜
問
、
な
き
さ
わ
い
で
安
眠
を
妨

害
さ
れ
た
り
、
池
の
魚
が
ね
ら
わ
れ

た
り
、
台
所
を
荒
さ
れ
た
と
い
う
苦

合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
合
格
者
は
、
高
点
順
に
採
用
候
補

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
県
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
き

会
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
希
望
勤
務

地
域
内
の
小
・
中
学
校
に
採
用
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
後
は
勤
務
地
域
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
験
手
続

①
申
込
用
紙
の
請
求
　
申
込
用
紙
は

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
で
交
付
。

　
申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す
る
際

　
は
、
封
筒
の
表
に
「
学
校
事
務
受

　
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、

　
五
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

　
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

②
申
込
み
の
方
法
　
申
込
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
新
潟
市
一
番

　
堀
通
り
町
　
県
庁
分
館
内
　
新
潟

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
〒
九
五

　
一
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

　
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
七
日

情
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
野
良
ね
こ
と

飼
い
ね
こ
の
判
別
が
つ
か
な
い
た
め
、

ね
こ
に
た
い
す
る
取
り
締
ま
り
は
極

め
て
む
ず
か
し
く
、
子
ね
こ
を
捨
て

な
い
こ
と
な
ど
、
飼
い
主
の
良
識
を

ま
つ
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
“
い
え
ば
と
”
な
ど
も
羽
毛
や
フ
ン

に
よ
る
環
境
汚
染
に
対
す
る
苦
情
が

出
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
さ
る
や

ワ
ニ
、
毒
ヘ
ビ
な
ど
の
苦
情
も
あ
り

ま
す
。
犬
以
外
の
動
物
に
つ
い
て
も

適
正
な
管
理
を
行
い
、
他
人
に
迷
惑

を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。霜

艮
体
育
館
の
巖
楓
を
修
繕

麟
繍
噸
薦
教
藩
委
無
会
僕
曝
㊧
ほ
ど

遼肇合

嘱
濡
演
讐
鹸

慶
墾
篇
諸
滋
に
な
り

．
襲
し
た
。
　
　
，

，
．
．
膜
の
傷
鷲
、
憲
鴛
ぱ
い

ま
で
市
民
体
育
簸
は
使
騰
で
き
ま

せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
レ
劇
す
・

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
山
本
地
内
の
国
道
一
一
七
号
線
と

二
五
三
号
線
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
ぞ

れ
消
雪
パ
イ
プ
布
設
工
事
の
た
め
、

十
月
十
一
日
午
前
八
時
か
ら
十
月
二

＋
日
午
後
五
時
ま
で
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
二
七
号
線
（
二
百
五
十
材
）

　
　
全
面
交
通
止

　
二
五
三
号
線
（
百
三
＋
旦

　
　
信
号
機
に
よ
る
片
側
交
互
通
行
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責在をもって飼お’ラ犬やねこ

動
物
愛
護
と
は

　
動
物
を
愛
護
す
る
心
は
、
豊
か
な

人
格
の
一
部
を
形
成
す
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
心
は
幼
年
期
に
培
わ
れ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
動
物
は
、
自
分

た
ち
の
仲
問
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
、
動
物
に
接
す
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。
動
物
を
飼
育
す
る

人
が
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
場
合
で

も
、
愛
情
だ
け
で
は
動
物
の
愛
護
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
動
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
習
性
を
持
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
習
性
を
よ
く

知
り
、
そ
の
習
性
に
応
じ
た
正
し
い

飼
い
方
を
し
、
動
物
に
苦
痛
を
与
え

い
　
　
い
と
最
管
　
。

あ
　
　
潤
も
　
。
な
ん

り
　
　
に
の
ん
ズ
せ

わ
　
　
活
理
せ
　
一
ま

か
　
　
生
管
ま
ル
ち

か
　
　
の
な
ね
の
た

い
　
　
ち
ズ
か
ど
を

深
　
。
た
　
廓
り
な
と

略
た
私
ル
な
犬
あ

カ
し
　
、
　
、
も
で
が

な
い
よ
う
保
護
し
て
や
る
こ
と
が
本

当
の
愛
護
で
す
．

犬
の
正
し
い
飼
い
方

　
犬
は
、
愛
情
や
し
つ
け
、
訓
練
し

だ
い
で
は
た
い
へ
ん
従
順
で
利
口
な

動
物
で
す
．

　
家
族
の
↓
員
と
し
て
”
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
”

　人間と動物は、古くから深いかかわりあい

を持って生活してきました。

　正しい管理をすれば、私たちの生活に潤い

を与えてくれる動物も、ルーズな管理のもと

では社会不安のもとにもなりかねません。最

近のペットブームの中で犬などのルーズな管

理から、苦情や被害届があとをたちません。

このため、新潟県では動物の健全な生活の場

としての飼養環境の整備、動物による人身等

への事故防止を図ることとし「県動物保護管

理条例（6月1日施行）」を制定して、動物の

保護とその管理を積極的に推進することにな

りました。そこで、今回は私たちの生活にか

かわりあいの深い“犬”の飼い方を中心に動

物の正しい飼い方を考えてみることにしまし

た。

つ
、

　　市議会　→股会計補正
　　の動き　　　予算などを議決
　市議会第3回定例会は、9月19日～26日まで開かれましたが、審議さ

れた主な議案に一）いて、その議決内容をお知ρ）せします。

■議会び）議決に付さなければならない契約は、予定価格「3千万円」以上

　グ）工事または製造び）請負であったもグ）を「9千万円」以上のものとす

　る。

■都市公園に、新しく四日町新田1号公園を加える。

■教育委員会委員滝沢栄輔氏の任期満了につき、新たに田口倉之助氏を

　任命する。

■人権擁護委員竹内茂氏は、11月30日で任期満了となるが、再任する。

■昭和52年度の十日町市一般会計補正予算について、歳入歳出それぞれ

　6，376万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を59億4，842万円とす

　る。

　歳出の主なものは、農業振興費、道路新設改良費、現年発生土木災害

復旧費、学校管理費、公民館費等です。

　そのほか、市政に対する一般質問については、5名の議員の質問があ

り、特に今回は経済不況に対する論議が展開されました。

脅
群
一

議
偽
嘘

癖
潔
、

▼
登
録
と
予
防
注
射
を

　
毎
年
一
回
、
市
役
所
を
経
て
保
健

所
に
登
録
を
し
、
年
二
回
（
春
・
秋
）

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
鑑
札
や
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
家
庭
で
は
、
他

人
か
ら
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
㊤
の
標

示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
放
し
飼
い
は
し
な
い

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
身
事
故
の

も
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
い
つ
も

つ
な
い
で
飼
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
土
佐
犬
、
秋
田
犬
、
シ
ェ

パ
ー
ド
な
ど
の
大
型
で
、
と
き
と
し

て
危
険
と
な
る
犬
に
つ
い
て
は
、
飼

い
主
の
目
の
届
く
場
所
で
”
犬
小
屋
”

も
し
く
は
“
お
り
”
に
入
れ
て
飼
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
丈
夫
な
鎖
で
つ
な
い
で
飼

う
と
き
は
、
玄
関
や
道
路
に
面
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
適
当
な
“
柵
”
を
設

け
る
な
ど
し
て
、
他
人
に
危
険
が
お

小
・
中
学
校
事
務
職
員

　
　
　
　
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
新
潟
県
人
事
委
員
会
は
、
県
内
の

市
町
村
立
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
』

事
務
職
員
の
採
用
試
験
を
、
つ
ぎ
の

と
お
り
行
い
ま
す
軌

勤
務
地
域
と
採
用
予
定
人
員

　
村
上
・
新
発
田
・
新
潟
・
五
泉
・

三
条
・
燕
・
長
岡
・
柏
崎
・
小
出
・

六
日
町
・
十
日
町
・
上
越
・
糸
魚
川

佐
渡
（
い
ず
れ
か
一
つ
の
地
域
を
受

験
で
き
る
。
第
二
希
望
と
し
て
他
地

域
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

　
採
用
予
定
人
員
は
、
い
ず
れ
の
地

域
も
若
干
名
で
す
。

受
験
資
格

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

第
一
次
試
験

①
方
法
　
教
養
試
験
と
作
文
試
験
を

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
で
実
施
。
教

　
養
試
験
は
公
務
員
と
し
て
必
要
な

　
一
般
知
能
及
び
教
養
に
つ
い
て
択

　
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
実
施
．

　
こ
の
ほ
か
適
性
検
査
を
実
施
．

②
試
験
日
と
試
験
地
　
昭
和
五
十
二

　
年
十
一
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時
半

　
～
午
前
九
時
ま
で
受
付
。
新
潟
市
、

　
長
岡
市
（
水
道
町
東
中
学
校
）
、

　
上
越
市
、
新
発
田
市
、
佐
和
田
町

③
発
表
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
上

　
旬
に
発
表
し
、
合
格
者
に
通
知
．

第
二
次
試
験

①
方
法
　
第
一
次
試
験
合
格
者
に
対

　
し
口
述
試
験
、
性
格
検
査
及
び
身

　
体
検
査
を
実
施
．

②
試
験
日
と
試
験
地
　
昭
和
五
十
二

　
年
十
二
月
中
～
ド
旬
に
新
潟
市
、

　
長
岡
市
、
上
越
市
で
実
施
。

　飼えなくなった犬・

　　　　　ねこは保健所へ

　動物は、終生飼うのが望ましいことで

すが、やむを得ず飼えなくなった犬や猫

は、斎役所く環境課〉に届け出すれぱ、

毎週木曜日午前中、保健所で引取ります

く木躍眉が休日の場合は翌日＞

⑱引取り料　1頭にっき1，000円く子犬

　子猫は憩頭まで1，000円＞

幽猫は保健所に袋を用意してありますの

　で、この袋に入れて保健所に持参して

　ください。

噸犬や猫など動物を捨てたりいじめたり

　することは禁じられています。

桑死亡した犬く市役所環境課に電話等で

　届け出が必要＞や猫を焼却する場合は

　衛生施設線合に死骸と焼却手数料100

　円を持参してください。

よ
ば
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
す
。

　
も
し
犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
す
ぐ

に
保
健
所
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、

そ
の
犬
を
獣
医
さ
ん
に
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
規
則
正
し
い
食
事
を
与
え
る

　
食
事
は
、
犬
の
健
康
の
バ
・
メ
ー

タ
ー
と
も
な
り
ま
す
。
犬
の
大
き
さ

に
見
合
う
栄
養
の
あ
る
食
事
を
規
則

正
し
く
与
え
て
く
だ
さ
い
。
様
子
が

お
か
し
か
っ
た
り
、
病
気
な
ど
の
と

き
は
早
め
に
獣
医
さ
ん
の
診
察
を
受

ひ認、伽o

　　）ノ，

の
場
を
汚
し
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
な
ど
環
境
の
美
化
を
そ
こ
な

う
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
の
時
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

を
携
行
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

．，倉歌騰

ぶ
電
泣必
r　　　　一

、　　　　　　い　　コ
＼
乙

∠
カ い　　　　1づも

　一

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
犬
小
屋
は
常
に
清
潔
に
し

犬
の
手
入
れ
も
十
分
に
行
っ
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
適
当
な
運
動
が
必
要
で
す
。

　
犬
も
健
康
の
た
め
に
適
当
な
運
動

が
必
要
で
す
。

　
運
動
を
行
わ
せ
る
と
き
に
は
、
必

ず
鎖
で
つ
な
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

ず
が
、
公
共
の
場
所
や
他
人
の
敷
地

を
犬
の
排
泄
物
で
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
と
み
に
犬
の
汚
物
で
公
共

犬
以
外
の
動
物
も

　
　
十
分
な
管
理
を
！

　
野
犬
や
放
し
飼
い
に
よ
る
犬
の
苦

情
に
つ
い
で
多
い
の
が
ね
こ
の
苦
情

で
す
。

　
夜
問
、
な
き
さ
わ
い
で
安
眠
を
妨

害
さ
れ
た
り
、
池
の
魚
が
ね
ら
わ
れ

た
り
、
台
所
を
荒
さ
れ
た
と
い
う
苦

合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
合
格
者
は
、
高
点
順
に
採
用
候
補

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
県
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
き

会
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
希
望
勤
務

地
域
内
の
小
・
中
学
校
に
採
用
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
後
は
勤
務
地
域
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
験
手
続

①
申
込
用
紙
の
請
求
　
申
込
用
紙
は

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
で
交
付
。

　
申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す
る
際

　
は
、
封
筒
の
表
に
「
学
校
事
務
受

　
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、

　
五
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

　
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

②
申
込
み
の
方
法
　
申
込
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
新
潟
市
一
番

　
堀
通
り
町
　
県
庁
分
館
内
　
新
潟

　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
〒
九
五

　
一
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

　
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
七
日

情
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
野
良
ね
こ
と

飼
い
ね
こ
の
判
別
が
つ
か
な
い
た
め
、

ね
こ
に
た
い
す
る
取
り
締
ま
り
は
極

め
て
む
ず
か
し
く
、
子
ね
こ
を
捨
て

な
い
こ
と
な
ど
、
飼
い
主
の
良
識
を

ま
つ
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
“
い
え
ば
と
”
な
ど
も
羽
毛
や
フ
ン

に
よ
る
環
境
汚
染
に
対
す
る
苦
情
が

出
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
さ
る
や

ワ
ニ
、
毒
ヘ
ビ
な
ど
の
苦
情
も
あ
り

ま
す
。
犬
以
外
の
動
物
に
つ
い
て
も

適
正
な
管
理
を
行
い
、
他
人
に
迷
惑

を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。霜

艮
体
育
館
の
巖
楓
を
修
繕

麟
繍
噸
薦
教
藩
委
無
会
僕
曝
㊧
ほ
ど

遼肇合

嘱
濡
演
讐
鹸

慶
墾
篇
諸
滋
に
な
り

．
襲
し
た
。
　
　
，

，
．
．
膜
の
傷
鷲
、
憲
鴛
ぱ
い

ま
で
市
民
体
育
簸
は
使
騰
で
き
ま

せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
レ
劇
す
・

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
山
本
地
内
の
国
道
一
一
七
号
線
と

二
五
三
号
線
に
つ
い
て
は
、
ぞ
れ
ぞ

れ
消
雪
パ
イ
プ
布
設
工
事
の
た
め
、

十
月
十
一
日
午
前
八
時
か
ら
十
月
二

＋
日
午
後
五
時
ま
で
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
二
七
号
線
（
二
百
五
十
材
）

　
　
全
面
交
通
止

　
二
五
三
号
線
（
百
三
＋
旦

　
　
信
号
機
に
よ
る
片
側
交
互
通
行
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川
治
地
区
公
民
館
は
、
地
城
の
と

り
で
と
し
て
四
月
開
館
以
来
、
皆
さ

ん
か
ら
喜
ん
で
使
っ
て
い
た
だ
き

六
ヵ
月
間
の
利
用
状
況
は
、
約
一
．
．

九
十
件
、
人
数
は
　
万
人
に
な
り
、

旧
館
に
お
け
る
昨
年
の
　
一
、
一
倍
も
の

利
用
に
な
り
ま
し
た
「

　
こ
オ
カ
r
　
も
　
と
多
く
の
方
か

ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
事

業
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
青
年
講
座
は
、
花
を
通
し
て
礼
儀

作
法
や
心
を
学
ぶ
「
活
花
」
と
料

あかるく

〈
談
話
室
〉

　　あたたかい
気がるに使える公民館を

　　　めざして…

※川治地区公民館米

緋
剛
擁
鰯
ノ

ど
て
も
初
毛
者
と
は
思
え
な
し
伯
躍
【

か
い
く
つ
も
で
き
占
た
・
今
年
」

閉
講
し
き
た
の
て
』
ん
ど
は
乱

員
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
文
化
祭

を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
お
と
し
よ
り
の
皆
さ
ん
は
、
地
区

館
の
「
焼
物
」
は
二
年
目
、
ま
た
各

分
館
の
「
老
人
講
座
」
で
、
い
ろ
い

ろ
な
二
と
を
勉
強
し
て
い
ま
す
．

　
は
じ
め
て
で
す
が
、
十
一
月
三
日

に
、
開
館
記
念
行
事
と
し
て
「
文
化

岡
田
さ
ん
ら
に

　
　
　
市
展
賞

　
第
十
回
市
展
は
、
十
月
八
・
九
・

卜
口
の
・
、
日
間
、
市
民
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
市
展
に
は
、
百
九
十
六
名

の
方
に
よ
る
二
百
五
十
九
点
の
作
品

が
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
つ
き

の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

第
一
部
　
日
本
画

　
市
展
賞
　
「
車
内
」
岡
田
征
六
（
中

条
中
町
）
奨
励
賞
「
晩
秋
」
中
村
徳

一
郎
（
中
之
島
村
）
　
「
晩
照
」
柳
安

寿
（
高
島
）
　
佳
作
賞
．
早
春
」
星

名
正
隆
（
川
西
町
）
　
「
塞
郷
」
庭
野

政
義
（
本
町
七
）
　
「
と
お
い
日
の
か

け
ら
」
関
谷
明
子
（
川
治
下
町
一
）

第
二
部
　
洋
画

　
市
展
賞
「
少
女
」
高
橋
幸
男
（
神

明
町
）
奨
励
賞
「
ベ
ネ
チ
ア
の
朝
」

沢
海
吉
郎
（
鉢
）
　
「
煙
突
の
あ
る
風

景
」
村
山
峰
雄
（
八
箇
池
の
平
）
「
コ

ス
モ
ス
」
広
田
和
子
（
田
川
町
二
）

佳
作
賞
「
羅
漢
像
」
松
沢
清
治
（
丸

山
町
）
　
「
雪
国
の
芸
妓
｝
樋
熊
正
信

（
新
座
．
．
、
）
「
横
顔
」
滝
沢
美
久
（
高

山
）
　
「
秋
海
」
池
田
幸
彦
（
焼
野
）

「
暮
色
」
岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

「
冬
q
D
」
大
島
二
久
吉
（
太
子
堂
）

第
三
部
　
新
し
い
美
術

　
市
展
賞
「
モ
ク
モ
ク
」
野
村
重
義

（
千
歳
町
）
奨
励
賞
「
無
題
」
滝
沢

洋
、
．
郎
（
高
山
）
　
「
作
品
」
真
霜
達

夫
（
本
町
ヒ
）
佳
作
賞
「
都
会
の
夢
」

庭
野
敏
雄
（
稲
荷
町
｝
）
　
「
モ
ア
イ

4
顔
”
」
富
沢
正
夫
（
中
条
旭
町
）

第
四
部
　
彫
塑

　
市
展
賞
「
視
」
根
津
憲
一
（
田
川

町
三
）
奨
励
賞
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
刈
り
」

大
久
保
一
（
十
日
町
高
校
）
佳
作
賞

「
首
－
俊
夫
」
桑
原
晴
一
（
新
座
二
）

「
少
年
（
背
伸
び
）
」
広
田
和
子
（
田

川
町
二
）

第
五
部
　
書
道

　
市
展
賞
「
五
言
律
詩
」
飯
塚
節

（
宮
ド
町
西
）
　
奨
励
賞
「
和
歌
」
塩

川
貞
子
（
稲
荷
町
一
）
　
「
黄
山
谷
詩
」

藤
本
市
郎
（
八
箇
小
学
校
）
　
「
王
維

の
詩
」
小
出
和
栄
（
、
、
一
和
町
）
佳
作

賞
「
秋
」
原
田
め
ぐ
み
（
千
代
田
町
）

「
ヒ
言
律
詩
」
竹
内
英
一
（
太
田
島
）

「
王
昌
齢
詩
二
首
」
村
山
五
∵
一
郎

（
田
川
町
一
）
　
「
漢
詩
」
山
内
蓮
子

（
本
町
、
一
）
　
「
七
言
二
句
」
長
谷
川

恵
子
（
高
田
町
二
）
　
「
七
言
律
詩
」

宮
静
子
（
丸
山
町
）
　
「
漢
詩
代
悲
白

頭
翁
」
藤
ノ
木
三
郎
（
中
里
村
）

第
六
部
　
写
真

　
市
展
賞
「
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
よ

り
“
つ
ゆ
”
」
庭
野
泰
明
（
本
町
東
一
）

奨
励
賞
「
道
」
田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）

「
遠
く
な
っ
た
日
」
遠
田
功
一
（
川

治
下
町
一
）
　
「
風
景
」
村
山
峰
雄

（
八
箇
池
の
平
）
　
佳
作
賞
「
朝
」
根

津
幸
雄
（
西
本
町
二
）
　
「
夜
の
イ
メ

ー
ジ
」
片
桐
与
文

女
」
中
俣
代
江
子

賀
妙
蓮
」
半
間
正

息
吹
」
高
橋
幹
英

（
塩
沢
町
）
　
「
彼

（
塩
沢
町
）
　
「
大

（
泉
町
）
．
夜
の

（
大
和
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
活
花
〉

理
実
習
を
中
心
に
消
費
、
栄
養
、
家

庭
な
ど
を
考
え
る
「
食
生
活
」
が
あ

り
ま
す
。
今
年
度
は
女
性
だ
け
で
す

が
　
来
年
は
男
性
の
コ
ー
ス
も
考
え

て
　
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
達
は
、
家
庭
の
中
心
で

あ
る
「
料
理
」
を
学
ん
で
　
る
コ

ス
と
　
高
山
で
は
「
食
べ
物
を
考
え

る
」
と
　
う
こ
と
で
　
流
通
や
消
費
、

健
康
な
ど
を
調
べ
た
り
、
見
学
し
た

り
し
て
勉
強
し
て
　
ま
す
．

〈
焼
物
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
料
理
〉

祭
」
を
盛
大
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
今
年
は
、
公
民
館
の
学
級
や

講
座
を
中
心
に
、
体
協
や
婦
人
会
な

ど
、
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
も
協
、

力
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
当

日
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
．

　
こ
の
ほ
か
各
分
館
で
は
、
活
花
、

民
謡
、
民
踊
な
ど
の
講
座
や
、
展
示

会
な
ど
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
事

業
が
、
分
館
長
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

5
　　「新しい吉田づくり」の

　　　スローガン募集！γ

　吉田地区青少協と公民館は、新しい地

域づくりを目ざして、つぎのとおりスロ

ーガンの募集を行っています。

スローガンの内容

　■吉田地区の新しい地域づくりに関す

ること。■吉田地区を明るく豊かにする

こと。■明るい家族関係を育てること。

■よい環境やよい仲間づくりに関するこ

と。■青少年グ）非行防止に関すること。

応募期限　10月31目

応募条件　吉田地区の住民に限ります．

応募先　吉田地区公民館内吉田地区青少

協事務局

盲人協会が老人ホームを慰問

市民税第3期・国民健康保険料策4期（納期限10月17日～31日）

　十日町盲人協会（代表小池琴二）は、

去る9月18日、老人ホーム「妻有荘」を

訪ずれ、マッサージや儀太夫でお年寄り

を喜ばせました。

　この慰問は、昭和33年から行っている

もび）で、毎年6月と敬老の日のある9月

は、お年寄りも楽しみにしているもので

す。この日も、午後から15人がマッサー

ジでお年寄りの肩や腰をほぐしてやると

ともに、小池さんが儀太夫を語り「いつ

ものことですが、本当にありがたい」と

お年寄りに喜ばれていました。

　　　　　　　　　　今月の納税・・

（第3種郵便物認可）昭和52年10月10日」レお∬93（5）

第3回市民
文化の“秋，，です……今年も市民

芸能祭を企画しました。

ご家族、職場の仲問とお誘いあわ

せておいでください。

★会　場米十目町市民会館

　　　　く智7－5011＞
★入場料※無料

期　　日（曜） 時　　　間 発　　　　　　　　　表 発表団体
i舞鶴城 十日町婦人会民踊部

1：00 i船頭追分 一　葉　会

10月23日⑧
昼　　～

　　5：00
唄と踊りと　　瞭臨
　　　　　　　　　　　　　　　iおけさ椿

つ　く　し　会
め　ぐ　み　会
城之古民踊（謡）

赤倉神楽　　他
6：30

i大村益次郎 美野里会
夜　　～ iちゃっきり節 新座深雪会

9＝00 i神楽“剣舞。他 赤倉神楽保存会
，よいやさく盆踊〉 よいやさ保存会

7二〇〇 i石場かち唄 水沢石場かち保存会

10月28日㊧ 夜　　～ 郷士芸能の夕べ鑓鱗 新保広大寺保存会
中条民謡愛好会

9：00 i新保広大寺 三　糸　会
：大の坂　　　他 飛渡民踊（謡）

く文化の日＞

”月3日㊥
　　1：00昼　　1
　　5二〇〇

十日町ユーモアクラブ籍藝離蕊話
　　と雪花太鼓　　窪日町おけさ他

十日町ユーモアクラブ

雪花太鼓

　　4：00昼　　1

　　6：00
演　　　　劇
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　：秋沢村にて

　　　　　　　　　　　　　　妊鬼のふんどし

十日町青年学級

　演劇コース

”月8日⑤ 　　6：30
夜　　～’

　　9：00

フオーク　　　　漕讃赫駕
　　フェスティバル1繧そあ嘱の

M・M・G
赤とんぼ

青少年ホームギタークラプ

i詩吟「近江八景 詩吟神風流十日町支部

”月13日⑪
　　1：00
昼　　～

　　5：00

　　　　　　　　　　　　　　　i図題」
　　　　　　　　　　　　　　　i剣舞・日舞
詩吟と剣舞と民踊…民踊さんさ師
　　　　　　　　　　　　　　　i荒城之月
　　　　　　　　　　　　　　　1さっても節

泉踊会
あやめ会
あけぼの会
姿民謡会
六箇民踊同好会

ラブ

◆
発
表
団
体
紹
介

＊
十
日
醇
婦
人
会
民
踊
部
　
婦
人
会
の
会
員
で
民
踊
の
好
き
な
者
が
集
ま
り
、
週

　
｝
回
市
公
民
館
で
練
習
。
会
員
三
十
五
名
（
代
表
七
軒
町
～
高
構
タ
マ
子
）

＊
一
葉
会
　
平
凡
な
家
庭
の
主
婦
の
集
ま
り
で
楽
し
み
な
が
ら
民
踊
の
練
習
に
励

　
ん
で
い
る
。
　
（
代
表
山
本
町
五
～
増
田
い
久
）

＊
つ
く
し
会
　
馬
場
地
区
を
中
心
に
民
踊
の
好
き
な
者
の
グ
ル
等
プ

　
（
代
表
馬
場
～
樋
ロ
マ
キ
）

＊
め
ぐ
み
会
　
民
謡
の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
馬
場
～
金
沢
キ
ミ
エ
）

＊
城
之
古
民
踊
（
謡
）
　
川
治
公
民
館
分
館
講
座
と
し
て
始
め
、
今
年
で
三
年
目
を

　
迎
え
た
。
民
謡
三
十
名
、
民
踊
二
十
五
名

＊
新
舞
踊
　
民
踊
に
近
代
的
な
曲
の
調
子
を
加
え
た
モ
ダ
ン
な
戻
踊
と
も
い
え
る

　
グ
ル
…
プ
（
代
表
中
村
～
小
野
塚
真
一
）

＊
新
座
深
雪
会
　
毎
月
三
回
、
新
座
公
民
館
で
小
千
谷
の
滝
沢
栄
太
郎
先
生
を
講

　
舗
に
民
踊
の
練
習
を
し
て
い
る
（
代
表
本
町
七
丁
目
～
大
島
清
二
）

＊
赤
倉
紳
楽
保
春
会
　
県
内
で
も
有
名
な
神
楽
。
昭
和
五
十
輔
年
に
市
の
指
定
文

　
化
財
と
な
り
郷
土
芸
能
の
真
髄
と
も
い
え
る
（
代
表
赤
倉
～
庭
野
六
郎
）
　
　
　
。

＊
よ
い
や
さ
保
存
会
　
地
方
色
豊
か
な
盆
踊
り
「
よ
い
や
さ
」
を
保
存
し
て
い
る
う

　
グ
ル
ー
プ
（
代
表
菅
沼
～
水
落
留
吉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

＊
水
沢
石
場
か
ち
保
存
会
　
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
石
場
か
ち
唄
、
法
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
盆
噴
、
か
ら
す
踊
な
ど
の
保
存
に
力
を
入
れ
て
い
る
（
代
表
土
市
～
上
村
誠
作
）
、

＊
新
保
広
大
寺
保
存
会
　
全
国
各
地
の
民
踊
の
親
唄
と
も
い
わ
れ
て
い
る
新
保
広
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買

　
大
寺
（
和
尚
と
若
後
家
の
恋
仲
を
民
踊
に
し
た
も
の
）
を
保
存
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
（
代
表
下
条
水
口
～
長
谷
堪
丑
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

＊
中
条
民
謡
愛
好
会
　
盆
踊
り
「
大
の
坂
」
（
念
仏
踊
）
の
保
存
を
中
心
に
中
条
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
区
の
民
謡
愛
好
家
の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
中
条
下
町
～
樋
熊
ス
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

＊
三
糸
会
　
三
味
線
の
好
き
な
も
の
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
。
結
成
三
年
目
を
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
え
た
（
代
表
中
条
中
町
～
山
本
シ
ゲ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

＊
十
日
町
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
　
市
長
、
会
議
所
会
頭
を
始
め
、
有
名
人
多
数
が
バ
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
ん
だ
か
く
し
芸
を
披
露
す
る
（
代
表
本
町
二
～
山
内
正
豊
）

＊
雪
花
太
鼓
　
県
内
各
地
で
公
演
を
し
大
好
評
を
得
て
、
内
容
、
質
と
と
も
に
充
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
実
し
て
い
る
十
日
町
大
太
鼓
の
集
ま
り
（
代
表
泉
町
～
半
間
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

＊
十
日
町
青
年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
　
　
「
秋
沢
村
に
て
」
は
昨
年
の
県
芸
術
祭
賞
受

　
賞
作
。
今
年
市
内
の
部
落
巡
回
公
演
で
大
好
評
（
代
表
公
民
館
～
水
落
久
夫
）
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

＊
M
．
M
．
G
　
結
成
ま
も
な
い
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
！
の
大
好
き
な
仲
間
の
集
ま
り

で
週
面
公
民
讐
集
ま
っ
て
い
る
（
袋
蕾
町
〒
樋
晶
雄
）
　
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

＊
青
少
隼
ホ
ー
ム
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
　
毎
週
二
回
青
少
年
ホ
ー
ム
で
練
習
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
明
る
く
楽
し
い
フ
ォ
！
ク
ソ
ン
グ
、
ギ
タ
！
の
同
好
者
の
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

＊
赤
と
ん
ぽ
　
市
内
の
フ
ォ
ー
ク
界
の
代
表
的
な
存
在
。
結
成
三
年
目
を
迎
え
た
彗

　
（
代
表
千
歳
町
ー
吉
田
晃
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

＊
詩
吟
神
風
流
十
日
町
支
部
連
合
会
　
終
戦
後
の
混
沌
と
し
た
世
相
で
日
本
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
し
て
の
ほ
こ
り
を
高
揚
さ
せ
る
手
段
と
し
て
結
成
さ
れ
た
詩
吟
の
団
体
で
発
足

　
三
十
年
を
迎
え
た
（
代
表
中
条
旭
町
～
越
村
巳
則
）

＊
泉
踊
会
　
駐
舞
、
剣
舞
な
ど
に
趣
味
を
も
つ
人
が
集
ま
っ
た
グ
ル
！
プ

　
（
代
表
小
泉
～
島
田
智
恵
子
〉

＊
あ
け
ぼ
の
会
　
結
成
し
て
三
年
目
を
迎
え
る
民
踊
の
団
体

　
（
代
表
水
沢
～
丸
山
二
三
子
）

＊
あ
や
め
会
　
姿
公
民
館
で
月
三
回
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
る
民
踊
の
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
姿
～
田
中
ナ
ヲ
ミ
）

＊
姿
民
謡
会
　
姿
公
民
館
で
月
三
回
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
る
民
謡
の
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
姿
～
小
林
タ
ケ
ノ
）

＊
六
簾
民
踊
同
好
会
　
民
踊
の
好
き
な
も
の
が
集
ま
っ
て
小
干
谷
か
ら
講
師
を
迎

え
て
や
っ
て
い
る
。
会
員
十
七
名
（
代
表
ニ
ツ
屋
～
俵
山
シ
ン
）

＊
高
山
民
踊
ク
ラ
ブ
　
月
二
回
公
民
館
高
山
分
館
で
練
習
し
て
い
る
。
会
員
二
十

　五名

（
代
表
春
日
町
一
～
田
中
マ
ッ
）
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川
治
地
区
公
民
館
は
、
地
城
の
と

り
で
と
し
て
四
月
開
館
以
来
、
皆
さ

ん
か
ら
喜
ん
で
使
っ
て
い
た
だ
き

六
ヵ
月
間
の
利
用
状
況
は
、
約
一
．
．

九
十
件
、
人
数
は
　
万
人
に
な
り
、

旧
館
に
お
け
る
昨
年
の
　
一
、
一
倍
も
の

利
用
に
な
り
ま
し
た
「

　
こ
オ
カ
r
　
も
　
と
多
く
の
方
か

ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
事

業
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

　
青
年
講
座
は
、
花
を
通
し
て
礼
儀

作
法
や
心
を
学
ぶ
「
活
花
」
と
料

あかるく

〈
談
話
室
〉

　　あたたかい
気がるに使える公民館を

　　　めざして…

※川治地区公民館米

緋
剛
擁
鰯
ノ

ど
て
も
初
毛
者
と
は
思
え
な
し
伯
躍
【

か
い
く
つ
も
で
き
占
た
・
今
年
」

閉
講
し
き
た
の
て
』
ん
ど
は
乱

員
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
文
化
祭

を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
お
と
し
よ
り
の
皆
さ
ん
は
、
地
区

館
の
「
焼
物
」
は
二
年
目
、
ま
た
各

分
館
の
「
老
人
講
座
」
で
、
い
ろ
い

ろ
な
二
と
を
勉
強
し
て
い
ま
す
．

　
は
じ
め
て
で
す
が
、
十
一
月
三
日

に
、
開
館
記
念
行
事
と
し
て
「
文
化

岡
田
さ
ん
ら
に

　
　
　
市
展
賞

　
第
十
回
市
展
は
、
十
月
八
・
九
・

卜
口
の
・
、
日
間
、
市
民
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
市
展
に
は
、
百
九
十
六
名

の
方
に
よ
る
二
百
五
十
九
点
の
作
品

が
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
つ
き

の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

第
一
部
　
日
本
画

　
市
展
賞
　
「
車
内
」
岡
田
征
六
（
中

条
中
町
）
奨
励
賞
「
晩
秋
」
中
村
徳

一
郎
（
中
之
島
村
）
　
「
晩
照
」
柳
安

寿
（
高
島
）
　
佳
作
賞
．
早
春
」
星

名
正
隆
（
川
西
町
）
　
「
塞
郷
」
庭
野

政
義
（
本
町
七
）
　
「
と
お
い
日
の
か

け
ら
」
関
谷
明
子
（
川
治
下
町
一
）

第
二
部
　
洋
画

　
市
展
賞
「
少
女
」
高
橋
幸
男
（
神

明
町
）
奨
励
賞
「
ベ
ネ
チ
ア
の
朝
」

沢
海
吉
郎
（
鉢
）
　
「
煙
突
の
あ
る
風

景
」
村
山
峰
雄
（
八
箇
池
の
平
）
「
コ

ス
モ
ス
」
広
田
和
子
（
田
川
町
二
）

佳
作
賞
「
羅
漢
像
」
松
沢
清
治
（
丸

山
町
）
　
「
雪
国
の
芸
妓
｝
樋
熊
正
信

（
新
座
．
．
、
）
「
横
顔
」
滝
沢
美
久
（
高

山
）
　
「
秋
海
」
池
田
幸
彦
（
焼
野
）

「
暮
色
」
岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

「
冬
q
D
」
大
島
二
久
吉
（
太
子
堂
）

第
三
部
　
新
し
い
美
術

　
市
展
賞
「
モ
ク
モ
ク
」
野
村
重
義

（
千
歳
町
）
奨
励
賞
「
無
題
」
滝
沢

洋
、
．
郎
（
高
山
）
　
「
作
品
」
真
霜
達

夫
（
本
町
ヒ
）
佳
作
賞
「
都
会
の
夢
」

庭
野
敏
雄
（
稲
荷
町
｝
）
　
「
モ
ア
イ

4
顔
”
」
富
沢
正
夫
（
中
条
旭
町
）

第
四
部
　
彫
塑

　
市
展
賞
「
視
」
根
津
憲
一
（
田
川

町
三
）
奨
励
賞
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
刈
り
」

大
久
保
一
（
十
日
町
高
校
）
佳
作
賞

「
首
－
俊
夫
」
桑
原
晴
一
（
新
座
二
）

「
少
年
（
背
伸
び
）
」
広
田
和
子
（
田

川
町
二
）

第
五
部
　
書
道

　
市
展
賞
「
五
言
律
詩
」
飯
塚
節

（
宮
ド
町
西
）
　
奨
励
賞
「
和
歌
」
塩

川
貞
子
（
稲
荷
町
一
）
　
「
黄
山
谷
詩
」

藤
本
市
郎
（
八
箇
小
学
校
）
　
「
王
維

の
詩
」
小
出
和
栄
（
、
、
一
和
町
）
佳
作

賞
「
秋
」
原
田
め
ぐ
み
（
千
代
田
町
）

「
ヒ
言
律
詩
」
竹
内
英
一
（
太
田
島
）

「
王
昌
齢
詩
二
首
」
村
山
五
∵
一
郎

（
田
川
町
一
）
　
「
漢
詩
」
山
内
蓮
子

（
本
町
、
一
）
　
「
七
言
二
句
」
長
谷
川

恵
子
（
高
田
町
二
）
　
「
七
言
律
詩
」

宮
静
子
（
丸
山
町
）
　
「
漢
詩
代
悲
白

頭
翁
」
藤
ノ
木
三
郎
（
中
里
村
）

第
六
部
　
写
真

　
市
展
賞
「
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
よ

り
“
つ
ゆ
”
」
庭
野
泰
明
（
本
町
東
一
）

奨
励
賞
「
道
」
田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）

「
遠
く
な
っ
た
日
」
遠
田
功
一
（
川

治
下
町
一
）
　
「
風
景
」
村
山
峰
雄

（
八
箇
池
の
平
）
　
佳
作
賞
「
朝
」
根

津
幸
雄
（
西
本
町
二
）
　
「
夜
の
イ
メ

ー
ジ
」
片
桐
与
文

女
」
中
俣
代
江
子

賀
妙
蓮
」
半
間
正

息
吹
」
高
橋
幹
英

（
塩
沢
町
）
　
「
彼

（
塩
沢
町
）
　
「
大

（
泉
町
）
．
夜
の

（
大
和
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
活
花
〉

理
実
習
を
中
心
に
消
費
、
栄
養
、
家

庭
な
ど
を
考
え
る
「
食
生
活
」
が
あ

り
ま
す
。
今
年
度
は
女
性
だ
け
で
す

が
　
来
年
は
男
性
の
コ
ー
ス
も
考
え

て
　
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
達
は
、
家
庭
の
中
心
で

あ
る
「
料
理
」
を
学
ん
で
　
る
コ

ス
と
　
高
山
で
は
「
食
べ
物
を
考
え

る
」
と
　
う
こ
と
で
　
流
通
や
消
費
、

健
康
な
ど
を
調
べ
た
り
、
見
学
し
た

り
し
て
勉
強
し
て
　
ま
す
．

〈
焼
物
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
料
理
〉

祭
」
を
盛
大
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
今
年
は
、
公
民
館
の
学
級
や

講
座
を
中
心
に
、
体
協
や
婦
人
会
な

ど
、
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
も
協
、

力
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
当

日
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
．

　
こ
の
ほ
か
各
分
館
で
は
、
活
花
、

民
謡
、
民
踊
な
ど
の
講
座
や
、
展
示

会
な
ど
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
事

業
が
、
分
館
長
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

5
　　「新しい吉田づくり」の

　　　スローガン募集！γ

　吉田地区青少協と公民館は、新しい地

域づくりを目ざして、つぎのとおりスロ

ーガンの募集を行っています。

スローガンの内容

　■吉田地区の新しい地域づくりに関す

ること。■吉田地区を明るく豊かにする

こと。■明るい家族関係を育てること。

■よい環境やよい仲間づくりに関するこ

と。■青少年グ）非行防止に関すること。

応募期限　10月31目

応募条件　吉田地区の住民に限ります．

応募先　吉田地区公民館内吉田地区青少

協事務局

盲人協会が老人ホームを慰問

市民税第3期・国民健康保険料策4期（納期限10月17日～31日）

　十日町盲人協会（代表小池琴二）は、

去る9月18日、老人ホーム「妻有荘」を

訪ずれ、マッサージや儀太夫でお年寄り

を喜ばせました。

　この慰問は、昭和33年から行っている

もび）で、毎年6月と敬老の日のある9月

は、お年寄りも楽しみにしているもので

す。この日も、午後から15人がマッサー

ジでお年寄りの肩や腰をほぐしてやると

ともに、小池さんが儀太夫を語り「いつ

ものことですが、本当にありがたい」と

お年寄りに喜ばれていました。

　　　　　　　　　　今月の納税・・

（第3種郵便物認可）昭和52年10月10日」レお∬93（5）

第3回市民
文化の“秋，，です……今年も市民

芸能祭を企画しました。

ご家族、職場の仲問とお誘いあわ

せておいでください。

★会　場米十目町市民会館

　　　　く智7－5011＞
★入場料※無料

期　　日（曜） 時　　　間 発　　　　　　　　　表 発表団体
i舞鶴城 十日町婦人会民踊部

1：00 i船頭追分 一　葉　会

10月23日⑧
昼　　～

　　5：00
唄と踊りと　　瞭臨
　　　　　　　　　　　　　　　iおけさ椿

つ　く　し　会
め　ぐ　み　会
城之古民踊（謡）

赤倉神楽　　他
6：30

i大村益次郎 美野里会
夜　　～ iちゃっきり節 新座深雪会

9＝00 i神楽“剣舞。他 赤倉神楽保存会
，よいやさく盆踊〉 よいやさ保存会

7二〇〇 i石場かち唄 水沢石場かち保存会

10月28日㊧ 夜　　～ 郷士芸能の夕べ鑓鱗 新保広大寺保存会
中条民謡愛好会

9：00 i新保広大寺 三　糸　会
：大の坂　　　他 飛渡民踊（謡）

く文化の日＞

”月3日㊥
　　1：00昼　　1
　　5二〇〇

十日町ユーモアクラブ籍藝離蕊話
　　と雪花太鼓　　窪日町おけさ他

十日町ユーモアクラブ

雪花太鼓

　　4：00昼　　1

　　6：00
演　　　　劇
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　：秋沢村にて

　　　　　　　　　　　　　　妊鬼のふんどし

十日町青年学級

　演劇コース

”月8日⑤ 　　6：30
夜　　～’

　　9：00

フオーク　　　　漕讃赫駕
　　フェスティバル1繧そあ嘱の

M・M・G
赤とんぼ

青少年ホームギタークラプ

i詩吟「近江八景 詩吟神風流十日町支部

”月13日⑪
　　1：00
昼　　～

　　5：00

　　　　　　　　　　　　　　　i図題」
　　　　　　　　　　　　　　　i剣舞・日舞
詩吟と剣舞と民踊…民踊さんさ師
　　　　　　　　　　　　　　　i荒城之月
　　　　　　　　　　　　　　　1さっても節

泉踊会
あやめ会
あけぼの会
姿民謡会
六箇民踊同好会

ラブ

◆
発
表
団
体
紹
介

＊
十
日
醇
婦
人
会
民
踊
部
　
婦
人
会
の
会
員
で
民
踊
の
好
き
な
者
が
集
ま
り
、
週

　
｝
回
市
公
民
館
で
練
習
。
会
員
三
十
五
名
（
代
表
七
軒
町
～
高
構
タ
マ
子
）

＊
一
葉
会
　
平
凡
な
家
庭
の
主
婦
の
集
ま
り
で
楽
し
み
な
が
ら
民
踊
の
練
習
に
励

　
ん
で
い
る
。
　
（
代
表
山
本
町
五
～
増
田
い
久
）

＊
つ
く
し
会
　
馬
場
地
区
を
中
心
に
民
踊
の
好
き
な
者
の
グ
ル
等
プ

　
（
代
表
馬
場
～
樋
ロ
マ
キ
）

＊
め
ぐ
み
会
　
民
謡
の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
馬
場
～
金
沢
キ
ミ
エ
）

＊
城
之
古
民
踊
（
謡
）
　
川
治
公
民
館
分
館
講
座
と
し
て
始
め
、
今
年
で
三
年
目
を

　
迎
え
た
。
民
謡
三
十
名
、
民
踊
二
十
五
名

＊
新
舞
踊
　
民
踊
に
近
代
的
な
曲
の
調
子
を
加
え
た
モ
ダ
ン
な
戻
踊
と
も
い
え
る

　
グ
ル
…
プ
（
代
表
中
村
～
小
野
塚
真
一
）

＊
新
座
深
雪
会
　
毎
月
三
回
、
新
座
公
民
館
で
小
千
谷
の
滝
沢
栄
太
郎
先
生
を
講

　
舗
に
民
踊
の
練
習
を
し
て
い
る
（
代
表
本
町
七
丁
目
～
大
島
清
二
）

＊
赤
倉
紳
楽
保
春
会
　
県
内
で
も
有
名
な
神
楽
。
昭
和
五
十
輔
年
に
市
の
指
定
文

　
化
財
と
な
り
郷
土
芸
能
の
真
髄
と
も
い
え
る
（
代
表
赤
倉
～
庭
野
六
郎
）
　
　
　
。

＊
よ
い
や
さ
保
存
会
　
地
方
色
豊
か
な
盆
踊
り
「
よ
い
や
さ
」
を
保
存
し
て
い
る
う

　
グ
ル
ー
プ
（
代
表
菅
沼
～
水
落
留
吉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

＊
水
沢
石
場
か
ち
保
存
会
　
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
石
場
か
ち
唄
、
法
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
盆
噴
、
か
ら
す
踊
な
ど
の
保
存
に
力
を
入
れ
て
い
る
（
代
表
土
市
～
上
村
誠
作
）
、

＊
新
保
広
大
寺
保
存
会
　
全
国
各
地
の
民
踊
の
親
唄
と
も
い
わ
れ
て
い
る
新
保
広
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買

　
大
寺
（
和
尚
と
若
後
家
の
恋
仲
を
民
踊
に
し
た
も
の
）
を
保
存
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
（
代
表
下
条
水
口
～
長
谷
堪
丑
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

＊
中
条
民
謡
愛
好
会
　
盆
踊
り
「
大
の
坂
」
（
念
仏
踊
）
の
保
存
を
中
心
に
中
条
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
区
の
民
謡
愛
好
家
の
グ
ル
ー
プ
（
代
表
中
条
下
町
～
樋
熊
ス
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

＊
三
糸
会
　
三
味
線
の
好
き
な
も
の
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
。
結
成
三
年
目
を
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
え
た
（
代
表
中
条
中
町
～
山
本
シ
ゲ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

＊
十
日
町
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ
　
市
長
、
会
議
所
会
頭
を
始
め
、
有
名
人
多
数
が
バ
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
ん
だ
か
く
し
芸
を
披
露
す
る
（
代
表
本
町
二
～
山
内
正
豊
）

＊
雪
花
太
鼓
　
県
内
各
地
で
公
演
を
し
大
好
評
を
得
て
、
内
容
、
質
と
と
も
に
充
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
実
し
て
い
る
十
日
町
大
太
鼓
の
集
ま
り
（
代
表
泉
町
～
半
間
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

＊
十
日
町
青
年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
　
　
「
秋
沢
村
に
て
」
は
昨
年
の
県
芸
術
祭
賞
受

　
賞
作
。
今
年
市
内
の
部
落
巡
回
公
演
で
大
好
評
（
代
表
公
民
館
～
水
落
久
夫
）
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

＊
M
．
M
．
G
　
結
成
ま
も
な
い
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
！
の
大
好
き
な
仲
間
の
集
ま
り

で
週
面
公
民
讐
集
ま
っ
て
い
る
（
袋
蕾
町
〒
樋
晶
雄
）
　
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

＊
青
少
隼
ホ
ー
ム
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
　
毎
週
二
回
青
少
年
ホ
ー
ム
で
練
習
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
明
る
く
楽
し
い
フ
ォ
！
ク
ソ
ン
グ
、
ギ
タ
！
の
同
好
者
の
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

＊
赤
と
ん
ぽ
　
市
内
の
フ
ォ
ー
ク
界
の
代
表
的
な
存
在
。
結
成
三
年
目
を
迎
え
た
彗

　
（
代
表
千
歳
町
ー
吉
田
晃
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

＊
詩
吟
神
風
流
十
日
町
支
部
連
合
会
　
終
戦
後
の
混
沌
と
し
た
世
相
で
日
本
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
し
て
の
ほ
こ
り
を
高
揚
さ
せ
る
手
段
と
し
て
結
成
さ
れ
た
詩
吟
の
団
体
で
発
足

　
三
十
年
を
迎
え
た
（
代
表
中
条
旭
町
～
越
村
巳
則
）

＊
泉
踊
会
　
駐
舞
、
剣
舞
な
ど
に
趣
味
を
も
つ
人
が
集
ま
っ
た
グ
ル
！
プ

　
（
代
表
小
泉
～
島
田
智
恵
子
〉

＊
あ
け
ぼ
の
会
　
結
成
し
て
三
年
目
を
迎
え
る
民
踊
の
団
体

　
（
代
表
水
沢
～
丸
山
二
三
子
）

＊
あ
や
め
会
　
姿
公
民
館
で
月
三
回
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
る
民
踊
の
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
姿
～
田
中
ナ
ヲ
ミ
）

＊
姿
民
謡
会
　
姿
公
民
館
で
月
三
回
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
る
民
謡
の
グ
ル
ー
プ

　
（
代
表
姿
～
小
林
タ
ケ
ノ
）

＊
六
簾
民
踊
同
好
会
　
民
踊
の
好
き
な
も
の
が
集
ま
っ
て
小
干
谷
か
ら
講
師
を
迎

え
て
や
っ
て
い
る
。
会
員
十
七
名
（
代
表
ニ
ツ
屋
～
俵
山
シ
ン
）

＊
高
山
民
踊
ク
ラ
ブ
　
月
二
回
公
民
館
高
山
分
館
で
練
習
し
て
い
る
。
会
員
二
十

　五名

（
代
表
春
日
町
一
～
田
中
マ
ッ
）
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略
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織
組
灘
鱗
職
講
融
灘
蛾
醗
難
讐

　
　
　
　
市
叢
耀
、
糧
．
騰
輪
壕
．
鷹

　
こ
の
ほ
と
、
旧
織
物
組
合
加
工
部

敷
地
（
高
田
町
二
）
を
、
市
営
無
料

ガ
し
こ
い
消
婁
讐

も
多
わ
た
の

　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ

ジ
木
綿
わ
た

e
　
　
　
天
然
繊
維
の
綿
花
が

　
　
壬
原
料
で
す
。
吸
湿
性
、

ら
棚
難
膨

黛
纏
講
嚇

裟
蒼
・
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

駐
車
場
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
パ
か

ら
利
用
し
イ
、
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
面
積
約
．
、
、
千
平

方
牌
、
収
容
台
数
約
百
台
で
、
市
中

心
部
と
も
近
く
、
買
物
等
に
便
利
な

場
…
所
と
い
ズ
、
ま
す
、

　
し
か
し
，
駐
車
場
の
収
容
台
数
は

屋
店謄
d

→西川　
踏
切

高
田
町
＋
日
町
駅

　
　
　
　
　
↓

　
　
　
／

膨
〃
／

　
　
／

り通町田高

　
　
で
館

　
　
か
旅

　
　
む
や

司寿力

＼

昭
和
町
通
り

榊

」

限
ら
れ
て
お
り
、
人
勢
の
人
達
か
ら

こ
利
用
い
た
た
・
＼
た
め
、
つ
ぎ
の
使

用
条
件
を
定
め
ま
し
た
．
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

市
営
無
料
駐
車
場
の
使
用
条
件

目
だ
れ
で
も
駐
車
で
き
ま
す
が
、
車

庫
か
わ
り
の
駐
車
は
禁
止
し
ま
す
．

■
駐
車
は
通
路
を
確
保
し
、
他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
正
し
い
駐
車
を
し

て
く
た
さ
い
．
、

■
施
設
内
で
の
損
傷
や
盗
難
等
の
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

■
駐
車
料
は
無
料
で
す
。

圏
使
用
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
．
但
し
二
時
間
以
上
の

駐
車
は
禁
止
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を

開
催

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容

麟
整
形
外
科
の
医
師
に
北
る
医
療
相

　
談
。

■
施
設
入
所
相
談

■
生
活
相
談

（
な
お
、
相
談
来
所
の
際
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く

だ
さ
い
）

期
日
　
十
月
十
八
日
（
火
）
受
付

午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
所
、

会
場
　
中
条
地
区
公
民
館
（
中
条
旭

町
バ
ス
停
留
所
前
）

十
日
町
公
園
計
画
を
縦
覧

　
十
日
町
公
園
造
成
工
事
を
都
市
計

画
事
業
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、
十

月
十
八
日
ま
で
、
市
役
所
建
設
課
で
関

係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一

団
　
二
万
五
千
六
百
五
十
三
円
▼
早

稲
田
大
学
劇
団
て
あ
と
ろ
5
0
　
一
万

八
百
二
十
五
円
▼
消
費
者
協
会
十
日

町
支
部
　
六
千
九
百
七
十
九
円
▼
上

村
順
平
（
太
田
島
第
二
）
五
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
村
武
正
雄
（
本
町

五
）
一
万
円
▼
滝
沢
恒
二
郎
（
本
町

一
上
）
三
千
円
▼
匿
名
　
一
、
一
千
円
▼

村
山
嘉
一
（
岩
野
）
三
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
百

姦祷鰯
驚尊殿

　
市
民
課
は
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
た

）
…
は
か
り
の
左
側
に
位
置
し
三
係
と
行

心
政
相
談
部
門
が
置
か
れ
総
員
二
十
名

ハ
て
次
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
．

～
　
市
民
係
　
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳

ヤ

〃
に
関
す
る
出
生
届
、
死
亡
届
、
住
民

・
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、
転
居
等
）

（へ

等
の
受
付
、
謄
抄
本
、
証
明
書
の
交

オ

～
付
、
印
鑑
登
録
及
び
証
明
書
の
交
付

κ
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
、
国
民
健
康

㎜
保
険
被
保
険
者
の
資
格
、
取
得
、
喪

　
失
、
変
更
届
の
受
理
な
ど
．

　
　
事
務
係
　
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳

鞠
係
の
内
部
事
務
処
理
、
合
動
態
、

円
▼
十
日
町
三
階
節
保
存
会
　
手
拭

五
本
▼
碓
井
重
三
（
小
千
谷
市
）
サ

ロ
ン
パ
ス
五
↑
箱
（
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
）

幽
レ

⑬
““
蝿。

LO》」

勺
、

久P

仏

、
簗

グ

轡
　
　
（
～

　
　
へ
　
　
η

　
　
　
　
　
ン

　
　
（
（
（

　
　
（
（
（
（

向
．縦

㊥、．（q　●ぐ）一

Q一

㊥　N　ヤ　　づρ06
　脳

舗

一、日

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
十
九
日
㊧
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
鉢
・
中
手
・
▼
十
月
二

十
四
日
⑤
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

山
本
四
・
五
丁
目
の
一
部
▼
十
月

二
十
八
日
㊧
　
午
前
七
時
半
～
午
前

十
一
時
半
ま
で
　
市
之
沢
・
嘉
勝
・

轟
木
・
焼
野
・
池
谷
・
入
山
・
新
水

蕨
平
・
三
ツ
山
・
上
田
原
・
美
女
木

軽
沢
・
魚
之
田
川
・
慶
地
・
宇
田
ヶ

沢
・
菅
沼
・
山
新
田
・
小
貫
・
殿
畑

東
枯
木
又
・
西
枯
木
又
　
▼
十
月
二

十
八
日
＠
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

半
ま
で
　
田
麦
・
六
箇
野
中
・
ニ
ツ

屋
・
船
坂
・
池
沢
・
源
田
・
辰
ヶ
平

塩
ノ
又
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

自
衛
官
募
集
、
外
国
人
登
録
事
務
、
㎜

既
決
犯
罪
人
関
係
事
務
な
ど
．
　
｝

　
国
民
年
金
係
　
拠
出
制
国
民
年
金
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸
）

及
び
福
祉
年
金
に
関
す
る
こ
と
で
年
い
在

金
保
険
料
徴
収
・
検
認
・
年
金
委
員
皿
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
日

年
金
制
度
の
趣
旨
普
及
、
年
金
給
付
　
1

な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

行
政
相
談
市
民
の
方
．
確
種
議

相
談
、
要
望
、
苦
情
等
の
相
談
　
寡

　
以
上
が
主
な
る
仕
事
で
す
が
特
に
　
4

次
藻
察
羅
蔀
鑑

は
七
日
以
内
、
転
入
、
転
居
届
は
十
積

四
日
以
内
・
印
鑑
量
録
は
本
人
が
お
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

い
で
に
な
れ
ば
手
続
は
簡
単
で
す
。
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脹
購
躍
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

　
　
　
　
校
が
日
ね
れ
を

で
　
学
ド
2
3
兼
さ
戦
　
　
世

ド
●
中
ン
月
を
催
熱
　

レ

　
ン
”
沢
ウ
9
さ
開
て
。
3

広いグラウ
　運動会・…

　このほど水

に新しくグラ

完成。快晴の

グラウンド開

た大運動会が

紅臼に分かれ1

展開しました
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